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第二世代小型超音速飛行実験機の展示用縮小機体の設計製作 
 
小林 洸一朗 （航空宇宙システム工学コース 学部 4年） 
○溝端 一秀 （航空宇宙システム工学ユニット 准教授） 
 
１．はじめに 
第二世代小型超音速飛行実験機（オオワシ）の実際の飛行環境における空力特性・飛行特性を
明らかにすることを狙って，繰り返し簡易に飛行試験を実施するための縮小機体の設計・製作を
進めている．その前段階として，飛行用と概ね同等の展示用機体を製作し，「東京エアロスペース
シンポジウム 2015」（2015 年 10月 14日～16日，東京ビッグサイト）にて展示した． 
 
２．機体の設計・製作 
この展示用縮小機体の空力形状は，第二世代小型超音速飛行実験機の M2011 形状（ノーズ A）
であり，縮小比は 1/3 である．その設計図面を図１に示す．機体内部構造の主要な製作手法とし
て，ベニヤ板・バルサ板から構造部材をレーザーカッターで精密に切り出し，手作業で接着して
いる．翼前後縁や舵面は，厚手バルサ板から手作業で削り出している．一方，翼面外皮は厚さ 1mm
のバルサ板，胴体外皮はグラスファイバークロス・バルサ薄板のサンドイッチ材とエポキシ樹脂
による FRP 円筒である．表面仕上げはオラカバフィルム貼付である． 
 
 
図１ 第二世代オオワシ 1/3スケール縮小機体の設計図面 
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３．製作された機体とその展示 
製作された機体の外観を図２に示す．胴体後端に電動ダクテッドファン（EDF）を搭載してい
るが，脚は搭載していない．この機体を運搬するための箱も図３の通り整備した．東京エアロス
ペースシンポジウム 2015 での展示の様子を図４に示す．今後この機体を各方面に展示すること
を通して，本研究センターの研究開発活動が一般の方々に一層分かり易く理解いただけるものと
期待される． 
 
  
図２ 製作された縮小機体      図３ 専用運搬箱に機体を収納した様子 
 
 
図４ 「東京エアロスペースシンポジウム 2015」（2015 年 10月 14日～16日，東京ビッグサイ
ト）での展示の様子 
